
1京都教育大学紀要　 No.131, 2017

「学校臨床力」とプロセスレコードによる教師の省察

角田　豊・柴崎　朱音 *

“School Guidance and Counseling Skills” and Teacher’s Reflection with Process Records

Yutaka KAKUTA and Akane SHIBASAKI ＊

Accepted March 28, 2017

抄録 : 本研究の目的は，学校臨床力を向上させる際に不可欠である教師の省察について検討し，具体的な省察

法である「プロセスレコード」の紹介とその実践例を提示し検討することであった。まず初めに学校臨床力の定

義を明確にし，つづいて省察的実践者としての教師と学校臨床力との関連について検討した。さらに，省察の焦

点となる，かかわり合いにおける自己調節と関係調節について，心理学の観点から検討した。その後，看護教育

で用いられてきたプロセスレコードについて紹介し，それを教師教育において活用する意義を述べた。実践例と

して，学部卒大学院生が実習等の体験についてプロセスレコードを用いて考察した事例研究を報告し，最後にプ

ロセスレコードを用いた省察の意義と課題について総合考察を行った。

索引語 : 学校臨床力，教師の省察，プロセスレコード，かかわり合い，自己心理学

Abstract: The purpose of the present study was to examine school teacher’s reflection, which is essential to improve 
school guidance and counseling skills, to introduce “process records,” a specific reflection method, and to show and 
investigate the practical cases.  Firstly, the school guidance and counseling skills were clearly defined, and then the relation 
of a teacher as a reflective practitioner and school guidance and counseling skills was examined.  Furthermore, self-
regulation and interactive regulation in relatedness, which is the focus of reflection, were investigated from the psychological 
viewpoint.  Then process records, which have been used in nursing education, were introduced, and the meanings of the use 
of process records in teacher’s education were mentioned.  As practical cases, the case study, which was discussed using 
process records for experiences such as teaching practice, was reported by a university graduate student, and lastly the 
meanings of reflection using process records and cautions in the use of process records were comprehensively discussed.
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1．はじめに

教師は学校現場で日々多くの子どもたちと出会い，様々な体験をしているが，それらを振り返る機

会は少なく，「省察（reflection）」の場や方法が十分に整っていないのが現状といえる。

角田・森（2015）では，学部卒大学院生が，補助教員としての取り組みを省察し，学習意欲を高め

る子どもとのかかわり合いについて検討した。省察の第一歩は，自分の体験を記述することにあり，

特に間主観的な観点からその場で生起した現象を記述することに意義がある。つまり，対象となる児

童生徒についてのみ記述するのではなく，かかわり手である教師自身の内面や言動についても記述

し，「かかわり合い」という相互作用をできるだけ見つめることがポイントになる。

角田・掛田（2016）では，現職教員大学院生が，担任としての実践を京都連合教職大学院の授業の

事例研究会で発表し，さらに論文にまとめるという一連の省察プロセスを示した。こうした個性記述

的なアプローチ（idiographic approach）には物語性が含まれ，当事者としては，その作業を通して様々

な断片をつなぎ合わせることになる。すなわち，物語を紡ぎ，文脈をつなぐことで省察を深める可能

性が生まれる。また，当事者以外の読み手や事例研究会の参加者にとっては，その物語性ゆえに追体

験的な理解が可能になり，体験学習としての効果も有している（角田，2016）。

本研究は，学校臨床の観点から教師の省察法に焦点を当て，特にプロセスレコードの有用性の検討

を目的とする。次の 2 節では学校臨床力の定義について述べ，3 節では省察的実践者としての教師と

学校臨床力の関連について検討する。4 節では何を省察するのかについて詳述し，つづく 5 節で省察

法としてのプロセスレコードについて紹介する。6 節ではプロセスレコードを用いた学部卒大学院生

による事例と考察を報告し，最後の 7 節で総合考察を行う。共著者の分担としては「6．プロセスレコー

ドを用いた事例と考察」を柴崎が，それ以外を角田が担当する。

2．学校臨床力の定義：感性と自己対峙

学校教育において，学習指導と生徒指導は，車の両輪のように相互的・相補的であることが重視さ

れている。子どもを「育む」ことに力点を置く生徒指導とは，狭義には問題行動への対応となるが，

広義には「指導」もあれば，子どもの苦手や困難への「支援」や，人と人との「かかわり合い」の中

で子どもを育むといった，多岐にわたる営みが含まれる。また，現代社会では，子どもやその背景に

ある家庭の多様性を丁寧に理解する必要があるといえ，「子ども・家庭」と「教師・学校」の個別的

な関係性が問われる場面も多い。

中村（1992）は，普遍性や一義性あるいは対象化した操作に重点を置いた「科学の知」に対して，

医療，福祉，教育といった対人的なかかわり合いが主になる領域では，個別性・多様性・関係性が重

要になり，そこで生まれる知見を「臨床の知」と呼んで区別した。こうした考え方を踏まえ，筆者ら

（角田・片山・小松，2016）は，子どもを育む教師や学校の力量を「学校臨床力」と呼んでいる。

学校臨床力の基本姿勢は，他者（子ども，保護者，同僚等）の体験と，教師自身の体験の双方に意

識を向けること，つまり相手とのかかわり合いに開かれた「感性」を大切にしながら，学校教育の枠

組みの中で，子どもの成長に何が必要かを見立て，実践することといえる。また，それは個人的な教

師の能力としても，学校の組織力としてもとらえることができる。教師個人としては，学級など「集
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団」へのかかわりと，一人ひとりの子どもとの「個」のかかわりがあり，さらには保護者との連携や

対応がある。学校組織としては，チームとしての機動性を高め，子どもを人間関係のネットで抱える

働きがあり，また個々の教師をバックアップするような，支持的な関係性の構築という面が含まれる。

教師個人の体験に焦点を当てると，他者とのかかわり合いにおいて，自分の思いと言動との間にど

のようなズレが生じているかに敏感であり，そのズレにいかに対処していくかが学校臨床力の鍵にな

るといえる。例えば，子どもとの関係において，思いとは異なる偽りの言動を教師がつづけることは，

子どもにとって成長促進的な関係性になりにくいことは，容易に想像されるだろう。つまり，教師に

必要とされることは，カウンセリング・心理療法のセラピストの姿勢として重視される「自己一致

（self-congruence）」あるいは「本気さ・自然さ（authenticity）」に共通しており，こうした自分自身に

向き合いつつ相手と共にありつづけようとする教師の姿勢が，子どもや保護者からの教師に対する信

頼感につながると思われる。

以上をまとめると，「学校臨床力」とは，教師（学校）が子ども（保護者）とのかかわり合いに開

かれた「感性」をもち，相手への関心だけでなく「自己対峙（self-confrontation）」しながら何が問題

であるのかを見立て，子どもの成長につながる実践を模索し積み重ねていくことといえるだろう。

3．省察的実践者としての教師と学校臨床力

近年，教師の省察の意義が強調されている。これはショーン（Schön, D.A., 1983）が，「省察的実践

者（reflective practitioner）」として，建築デザイン，心理療法，工学デザイン，都市計画，経営マネ

ジメントといった多方面の専門職のあり方を検討したことに由来している。彼は，従来通りであろう

とする「技術的な専門家（expert）」と，より探求的な姿勢である「省察的実践者」を対比することで，

専門職のアイデンティティに大きなインパクトを与えた。前者は専門家としての権威を表面的に守る

姿勢が強く，対象となる相手への一方向性が特徴といえる。それに対して，後者は不確実さを認めつ

つもしなやかな強さを持ち，相手との双方向性に開かれているのが特徴である。ショーンはまた，分

野は異なっても専門職には一定の「わざ（artistry）」があることを強調する。専門職である実践者は，

目前の課題を探求しようとする際に，非言語的な知の生成を試みる。それを彼は「行為の中の省察

（reflection-in-action）」と呼び，こうした総合的な実践知の生成がもつ独自の構造を明らかにしようと

した。

ショーンによれば，学校教師もそうした専門職の一つとしてとらえられ，一方では公的な枠組みの

中にその職務があり，時に技術的合理性と官僚制的な効率性が求められる組織の一員という面をもち，

他方では個々の子どもたちとの状況に応じて，かかわり合いを省察し，創発する可能性をもつといえ

る。後者の姿勢は既存の秩序に混乱をもたらすかもしれないが，本来的には両面を見据えつつ，葛藤

を抱えることにこそ意味があるといえるだろう。つまり，このように自ら考えつづけることが，専門

職としての教師のあり方なのではないだろうか。

村井（2015）は，ショーンが「行為の中の省察」として位置づけた省察の時間性が，わが国の教師

論において曖昧にされてきた面があると指摘している。彼女は，現象学的視点に立つヴァン＝マーネ

ン（van Manen, M., 1990, 1991）を参照しつつ，省察の時間性を①事前・予期的な省察，②行為のた

だ中でなされる瞬間的・直観的な省察性（reflectivity），③言語によって立ち止まって振り返る省察，
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④事後的な省察，の 4 つに整理している（角田，2016）。②と③は，行為の中の省察と位置づけられ，

言語的・意識的な③とそうでない②が区別される。実践的には，②を実際に子どもとかかわっている

教師の瞬間的・直観的な省察性として，村井はヴァン＝マーネンにならい「教育的タクト」と呼び，

その意義を重視する。これは，①と④を繰り返すことによって培われていくような，教師の感性とい

えるだろう。こうした総合力としての感性を磨くという見方は，ショーンの「わざ」や前節の ｢学校

臨床力 ｣に通じるものといえる。村井は，この②について事後的に省察することが，教師の専門性向

上に大きな意味を持つとしている。

コルトハーヘン（Kolthagen, F.A.J., 2001）は，ショーンと同様に従来の技術的合理性を教師教育の

中心に据えず，教師や実習生の経験をベースにしたリアリスティック・アプローチを提唱している。

そこで強調されるのは，「安心感」のある場において振り返りと直面化による気づきを進め，さらに

今後の教育上の選択肢を見いだすことである。彼は，そうした内的作業と教育実践を繰り返す省察プ

ロセスを ALACT（Action, Looking back on the action, Awareness of essential aspect, Creating alternative 

methods of action, Trial）モデルと呼んでいる。これは循環的な螺旋状のプロセスで，その継続が学び

つづける教師の実際となり，理論と実践の往還になることを彼は強調する。つまり，教師の思考・感

情・言動を創出する暗黙知レベルのゲシュタルト（ひとまとまりの内的構造）と主観的な体験を振り

返り，そこで得られた気づきをもとに，より言語レベルで統合的に省察することで，教師は新たな教

育活動に進むことができるというのが彼の基本的な考え方である。

前節の学校臨床力の定義と合わせてみると，教師が，少しでも子どもの成長に寄与できるような実

践を営むためには，自らの感性を磨き，自分のあり方を見つめることが必要といえる。感性とは，か

かわり合いの現場で教師の内面において働くものであり，そこには意識できる要素もあれば，自分で

も気づかないような非意識的あるいは無意識的な要素もある。「わざ」「教育的タクト」と呼ばれるよ

うな，これまでの経験を踏まえた教師としてのゲシュタルトの質を高めていくには，地道な作業であ

るが，自分のあり方やかかわり合いで生じていることをとらえ直すこと，つまり自己対峙しながらの

省察が求められるのである。

4．何を省察するのか：自己調節と関係調節

自分と相手といった対人場面を想定すると，まず自分の内面では，その時の自分の状態（自己感）

がある。そして，その場で直面している課題や状態に取り組もうと，認知，思考，感情，記憶といっ

た心の諸機能が意識的・非／無意識的に活性化され，その結果が言動として発信される。こうした一

連の働きは一般心理学的に「自己調節（self-regulation）」と呼ばれ，調節はうまくいくこともあれば

不調に終わることもある。そして，相手にも同様にその人なりの自己調節の働きがある。つまり，教

師には教師の自己調節のスタイルがあり，子どもには子どもの自己調節のスタイルがある。言い換え

れば，それが日常でいうところの「個性」や「性格」あるいは「対処」や「能力」といったことにつ

ながる。前節で述べた「ゲシュタルト」もこうした自己調節に携わる一要素であり，教師の場合は教

育にまつわるその人なりの様々な暗黙知がそれにあたる。

さて，二人がかかわり合うことになると，意図的あるいは気づかぬうちに相互交流をしながら，二

人の間でも調節し合う働きが生まれる。これは「関係調節（interactive regulation）」と呼ばれる。関係
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調節がうまく行われることで，自己調節の不調は改善されうる（齋藤，1998）。泣いている乳児を養

育者があやしている場面はその一例である。しかし，子どもの不調（問題行動）に対処しようとかか

わるが，教師も苛立って進展なく終われば，双方が自己調節不全に陥り，関係調節はうまく機能しな

かったことになる。現実の対人場面では，こうした正負両面のかかわり合いが常に生じている。

図 1　省察対象：自己調節と関係調節

教師は，自分の自己調節と子どもの自己調節のあり方に省察の注意を向ける。そして，さらに二人

の関係調節のあり方にも目を向ける必要があり，そうした一連のプロセスが省察の対象となる。自己

調節と関係調節を図示したものが図 1 である。矢印は個人内の心的活動（自己調節），また関係上の

相互影響（関係調節）を示している。

関係調節の代表的な例としては，スターン（Stern, 1985）による乳幼児研究の成果である「情動調

律（affect attunement）」があげられる。養育者だけでなく乳児も，相手の感情状態を感じると，それ

を映し返す表出が自己内で生起するが，これは生得的に準備されたシステムであり，二人の間で「合

わせることと合わせてもらうこと」が瞬間的に相互反転し，そうした交流体験によって「共に在る」

ことが当事者に実感される。成人の対人関係においても，情動調律は言語中心の交流の背景で働いて

おり，教師と子どものかかわり合いにおいても同様である。その非言語的・非意図的な性質を省察す

ることは，子どものやる気をめぐる教師－児童生徒関係を考える上で意義深い（角田・森，2015）。

5．プロセスレコード

看護教育で長く用いられてきた「プロセスレコード」を，山口・山口（2004）は教師の自己省察に

用いることを提案した。その理由として，学校現場における課題が複雑多岐にわたっており，マニュ

アル化された対策が通用しないがゆえに，状況に応じた臨機応変さや「臨床の知」が求められるとし

ている。また，他方では，長年の経験に基づく職人技と言えるような状況への適切な応答能力を，徒

弟的に模倣するような新任教員の教育環境も現代の学校には少なくなったと述べている。つまり，「マ

ニュアル化された対応」や「徒弟修業による熟練」ではない，状況への適切な応答能力育成としてプ
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ロセスレコードを教員養成カリキュラムに導入しようとした。また，山口（2008）は，ショーンを引

用しつつ，表面的な問題解決に流されるのではなく，教師自身が問題の本質を見いだす，つまり「問

題の設定」ができる能力を培うために，プロセスレコードが有効であると述べている。

プロセスレコードとは，もともとはアメリカの精神分析的対人関係論を創始したサリバン（Sullivan, 

H.S., 1947）の考えをもとに，ペプロウ（Peplau, H.E., 1952）さらにはオーランド（Orlando, I.J., 1961, 

1972）そしてウィーデンバック（Wiedenbach, E., 1964）により看護教育，特に精神科看護領域で発展

されてきた方法であり，日本の看護教育でも翻訳・紹介された後，近年は宮本（1995, 2003）を中心

に展開されてきた。

ペプロウは，患者と看護師の両者はそのかかわり合いの中で，自分自身についてそして相手につい

て新たな理解をしていくことになり，こうした学習体験が人格を発展させる可能性があることを強調

している。それゆえ「看護学生が，みずからの感情をみきわめ，それを新たに方向づけることができ

るような適当な場面，社会的状況を看護学校が容認し，かつ提供しないかぎり，病気を一つの学習体

験とみなしたとしても，それは，人びとに援助を与えることについての看護師のうけとり方を変える

ことはできないであろう（邦訳 p.19）」と省察の機会・場を設けることの必要性を強調している。

オーランドはプロセスレコードを用いながら，2 節で述べたような看護師の自己一致に基づく応答

の意義を強調し，それを「訓練された専門的応答（disciplined professional response）」と呼んだ。この

応答とは，ある看護師とある患者とがかかわり合う，その時その場で生まれる唯一のものである。こ

うした応答性が高まるように，プロセスレコードを用いながら指導者が実習生に省察の機会を提供し，

看護者としての反応（感じたこと考えたこと）と言動のズレを認識できるように訓練するのである。

ウィーデンバックは，看護師の感情と思考の関連性に焦点を当て「もし感情に十分な注意が注がれ

ていれば，それは思考の奥にひそんでいる理由を探す必要があることを看護婦に知らせる有効な手段

となりうるものである（邦訳 p.23）」と述べ，患者とのかかわり合いで生じる看護師自身の感情体験

をもとに省察することが，看護の重要な手段になりうることを考察している。彼女は自らの方法を「再

構成（reconstruction）」と呼んでいる。

宮本（1995）は上記 3 名の先駆的な取り組みの意義を踏まえた上で，日本ではプロセスレコードが，

実習生よりも指導者の評価を優先するために用いられる，すなわち実習生があるべき看護の規範に到

達できていないことを非難するために使われることがあったと述べ，その活用法に注意を促している。

このようにプロセスレコードは，かかわり合いを明示する方法として開発され，教師が子ども・保

護者とのかかわり合いを省察する有効な手段になると考えられる。しかし，あくまでこれはひとつの

方法であり，その活用の仕方が鍵となる。看護教育において宮本が指摘している点は，教師教育にお

いても当てはまるといえ，「省察」の目的が教師（実習生）の主体的で発見的な学びにあることを，

学び手も指導者も十分に自覚する必要があるだろう。

表 1 は，山口・山口（2004）に筆者（角田）が修正を加えた，プロセスレコード用のフォーマット

である。まず，省察の主体である教師・実習生が，自分にとって正負の印象に残ったエピソードを選

ぶことから始める。どのように子どもに対応するのかに困ったという負のエピソードを選ぶのはもっ

ともであるが，正のエピソードにおいて何が成長促進的に働いたのかを理論に照らして認識すること

も，かかわり合いの本質をとらえ，今後に生かす上で有意義なことである。以下にフォーマットに記

載する内容を述べる。

（1）にエピソードのタイトルを付け，その場面を選んだ理由を（2）に記述する。そして，プロセ
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スレコードとして，（3）～（5）の 3 つの領域に分けて，なるべく具体的な記述を行っていく。次節

の事例で示すように，3 つの領域には共通した時系列に沿った番号を付しながら記述する。（3）「子

どもの言動」では，教師である「私」が知覚した子どもの発言，態度，行動あるいは表情などを記載

する。子どもの発言は「　」で示す。（4）「私が感じたこと考えたこと」では，（3）を受けて「私」

自身の内面で生じた主観的な体験を想起して記述する。（5）「私の言動」では，（4）によって生じた

外的観察が可能な「私」の発言や行動を記述する。「私」の発言は〈　〉で示す。やり取りが続けば（3）

～（5） は増えることになる。そして（6）「分析・考察」では，プロセスレコードを記述した時点での，

このエピソードに対する自己省察を記述する。（7）は，複数の場面にわたる場合は，一連のプロセス

レコードについての総合的な考察を記述する。また，プロセスレコードをもとに他者との対話的な省

察を行う場合は，その作業を通して得られた考察を記述する。

表 1　プロセスレコ―ド用フォーマット

次節では，共著者（柴崎）が大学院の修了論文で試みたプロセスレコードを用いた省察研究を示す。

6．プロセスレコードを用いた事例と考察

この節では筆者（柴﨑）が大学院での専門実習にて印象的なかかわり合いのあった 1 名の生徒と，

講師を務めている個別指導塾の生徒 1 名とのかかわり合いをプロセスレコードで表した。事例につい

ては複数の事例の中から 2 つを選択した。選択の理由としては，省察を進めるうちにかかわり合いの

中で起こっている変化が著しく，なおかつ 2 つの事例でのかかわり合いが対照的であったためである。

事例 1 については作成したプロセスレコードを参考に筆者個人で省察を行い，事例 2 については教職

大学院生と教授を交えた複数の人間でグループとして省察を行った。なお，個別の事例については実
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習校等の了解を得，個人が特定されないように配慮し，必要最小限の子どもの様子や言動のみを記述

した。

事例 1：専門実習でのかかわり合い（中学生　男子）

表 2　事例 1のプロセスレコード
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事例 1についての考察

プロセスレコードを用いた省察によって次のような点についての気づきがあった。まず，プロセス

レコードを見てみると，A の言動に対する反応としての筆者の言動が著しく少なく，一声返すのみと

いうことが比較的多いことが分かる。つまり A との言語的コミュニケーションがあまりないという

ことに気づいた。⑯⑲の発言については放課後で時間の制限があまりないときだからか，会話のキャッ

チボールがなされているが，その他については必要最低限の言葉で返答するという特徴がみられる。

しかし，言動の前にある「私が感じたこと考えたこと」の欄については発言を受けて思いを巡らせて

いるという印象が強く，思考したのち A に言語として伝えようとする際になんらかの抑圧があるの

ではないか，という見方もできる。これは，筆者自身が無意識に A に対して「構え」の姿勢を取っ

て自然な形ではないかかわり合いをしていたということではないだろうか。また，会話の発信が A

からということが比較的多いことにも留意したい。⑧の発言以外は基本的に A の言動に対して筆者

が気づいて反応するのではなく，A が筆者に対して発信した言動に返答するという「受け身」なかか

わり合いが目立つ。これらは筆者と A との関係性に着目した見方であるが，次に A の言動の変化に

着目した考察を行う。

A の言動の変化が著しいと感じたのは⑰の漢字テストで合格点を取れたときからだと考えられる。

これ以降は授業や課題に対しても投げやりにならず，前向きな姿勢を見せているのではないだろうか。

この点についてコフートの自己心理学の理論を用いて分析すると，漢字の居残り補習の場面で筆者の

⑯〈一度頑張ってみる〉〈出来なかったら一緒に考え直そう〉といった発言が A の自己対象体験になっ

ていると考えられる。

自己対象とは，その人の自己を支え，生き生きとした感覚を提供するような応答性を持った存在の

ことを指しており，子どもの周囲の人（保護者，家族，教師，友人など）や人間以外にもペット，趣

味など，様々な存在がその役割を担うとされている（角田，2016）。また，角田（2014）によれば自

己心理学では「共感（empathy）」も重要視されている。これは関わり手が相手の状態を感じ取る機能

であり，相手の状態に波長を合わせつつ，時に直観的にまた時に経験に照らしながら，相手の内的状

態を創造的に理解する働きであるとされている。この共感によってなされる自己対象体験を得ること
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で，人は自分に自信を持ったり自分を認めたり実感することができ，それが自尊感情や自己肯定感を

形成するといえる。A にとっての自己対象として筆者が機能していくことで A の自尊感情・自己肯

定感は高まっていく。それが漢字テストに向けて頑張るといった姿勢を促し，なおかつその頑張りも

合格という成果を残すことができたので，さらにそれも自己対象体験となった，という流れをこのプ

ロセスレコードから読み取れるだろう。

事例 2：個別指導塾でのかかわり合い（中学生　男子）

表 3　事例 2のプロセスレコード
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事例 2についての考察

事例 2 についてはまず個人で考察したことについて述べる。その後グループで省察した内容をふま

えた考察を述べていく。まず，今回のプロセスレコードを見てみると筆者から B に対しての働きか

けが非常に多いということが分かる。事例 1 と比較してみるとよりその特徴が顕著であるが，事例 1

では生徒 A の発言に対する筆者の返答が多かったのに対し，事例 2 では生徒 B の行動に対して教師

である筆者側から発言が始まっていることが多いという特徴がある。また，B の言動に対して筆者が

反応する際，感じたこと考えたことを元に最終的にどのような言動を取るか，という思考のプロセス

が「――しよう」といった前向きな志向のものが多く，ここからも B に対して「何か働きかけをし

たい」という思いを感じ取ることができる。

次にグループでの省察をふまえた考察を述べる。グループでの省察では「分析・考察」で使用され

ている「時間の流れ」という言葉をどのように解釈していくかという視点が挙がった。「その子の時

間の流れのようなものに寄り添う」という思考が生まれたのは，B に対する筆者の見方，捉え方が変

化したことの表れではないかという意見が出た。これは㉕「今回の無反応はなにか思案している気が

する」といった感じ方にも言えることで，同じ④⑦㉔の「反応がない」は，B に変容があったのでは

なく筆者が B に対して見方を変えたりしながらより注目することで変わったようにみることができ

た，ということだった。しかしこの④⑦㉔に対しては別の意見もあり，一見いつもと同じ「反応がな

い」という状態に見えるが，実は本当にいつもとは違う雰囲気をまとっている（具体的には少しだけ

いつもと目線が違う，姿勢が違う等）のではないかという捉え方もあった。それを筆者が直観的に察

知したため「なにか思案している」ように感じたのではないか，ということである。つまりは変化を

生み出す（あるいは創造する）発信源が教師側か生徒側かという差異なのだが，どちらにせよ教師側

には変化を受信するための準備段階となる「見方を変える」等の意識的な変容が必要であるのは言う

までもない。加えて，グループで話し合っているときに筆者が気づかされたことがある。それは教師

にとっての自己対象体験もこのかかわり合いのなかで起こっていたということだ。⑫で筆者が B の

ためだけにプリントを作成した後，⑬ではくしゃくしゃになったそれをBは持ってくることができた。

これは第一にプリントを作るという行為が B にとっての自己対象体験となっており，それによって

宿題をやって持ってくる，という行動につながった。そして第二に，自分が作ったプリントを B が持っ

てきてくれたということが，筆者にとっての自己対象体験になり，結果的に相互的な自己対象になり

あうことでその後の良好なかかわり合いにつながったのではないだろうか。

事例 1，2をふまえた考察

2 つの事例を通してかかわり合いを省察していく上で特徴的だったのは，それぞれの事例での筆者

のかかわり方が非常に対照的であるということだ。この背景としては筆者とそれぞれの生徒がどのよ

うな環境でかかわり合いを持っているかということと，教師と生徒との人間的な相性がどのようであ

るかということが考えられる。事例 1 については専門実習における教室での一場面が多く，筆者と生

徒 A が一対一という状況でかかわり合っていることは少ない。加えて，実習生としてのかかわりが

意識され過ぎているため一歩下がった働きかけになりがちなのではないかと考えられる。一方の事例

2 では筆者と生徒 B は常に個別指導塾の授業において一対一でかかわり合うことが多く，外的な影響

を受けづらい状況である。「反応がない」といった現状を打破したいと考えたとき，こちら側が働き

かけを行わなければなにも変化が起きないので積極的なかかわり方がなされたのだと考えられる。ま
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た，人間的な相性としては筆者がどのような教師であるか，それに対してそれぞれの生徒がどのよう

な性格で筆者に対してどのような印象を持っているのかということも加味したい。人間的な相性があ

る，と言ってしまうと簡単になるが，その相性という言葉を追求していくと実は「自己対象として機

能しているかどうか」が関係しているとも考えられる。一方がなにか言動を発信したときの反応が，

共感的で自己対象として機能していればたとえそれが永続的でなくても相互的に好意的な印象を持ち

ながらかかわり合うことができるのではないだろうか。

どちらのかかわり合いがより望ましいのか，どのようにかかわり合っていくべきだったのか，とい

う問題解決的な見方ではなく経験や関係の枠組みを作ったり経験の中にあるさまざまな事象に気づく

ことができるということが，省察における最も重要な意義なのではないだろうか。あるかかわり合い

に対して，そこでどのようなことが生起しているのかについて気づく，もしくは枠組みを作るという

ことは「事象を捉える目を持つこと」，つまり「認識すること」ができるということである。そして

それは自分や他者やその関係性など，あらゆるものを理解することにつながる。認識することができ

れば，ある事象に対して自分がどのようにアプローチするかを考えることができたり，認識すること

によって自分が今やっていることの意味が分かり，学校臨床力の生成・伸長につながると考えられる。

最後に，今回プロセスレコードを用いた省察のなかで発見したことについて述べる。それは，自分

自身の「ものの見方」や「関心の所在」についての癖である。筆者はプロセスレコードを作成する際

に初めに記述する欄が「子どもの言動」であることが非常に多かった。何かしらのきっかけで作成者

の心に留まっている記憶としてのかかわり合いが子どもたちの問題行動であったり作成者が困ったり

したことであるのは自然なことなのだが，その時に自分がどう感じたか，どのような態度，表情で行

動をとったのかというところを想起して書き起こしていく作業が非常に困難であった。ここから，筆

者の関心が主に自分自身ではなく相手である子どもに向いていることが多いといえるのではないだろ

うか。このように自分自身についても理解を深められた，という点においてもプロセスレコードの意

義を見出すことができた。

7．総合考察

筆者（角田）は，教師が報告者となる事例研究（会）にこれまで多くかかわってきた。その中で，

中堅以上の教師であっても，省察的な事例研究に不慣れな場合は，具体的なかかわり合いに触れない

まま事例が報告されることを少なからず経験した。つまり，子どもの特徴や事実経過は述べられるが，

エピソードとして具体的な当事者同士のやり取りを含む場面が描かれないのである。このような場合，

報告者である教師は，関係調節についての端緒がないまま報告をするため，事例研究としても教師の

省察としても深まりにくくなる。

「事例研究用フォーマット（角田， 2007， 2012， 角田・片山・小松， 2016）」は，報告者である教師の

感情や思考など主観性を記述する形式をとっており，教師自身の自己調節を視野に入れることを意図

している。すなわち，当事者双方の自己調節を記述し，間主観的な観点から事例報告を求めている。

しかし，報告者によっては，個々の内面にいくらかは目を向けようとしつつも，両者をつなげた関係

調節にまで省察が拡がらない場合が少なからず見られた。そのため，よりエピソードに焦点を当てた

事例研究用フォーマットの工夫が必要と考えられた。共著者（柴崎）が教員養成におけるプロセスレ
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コード研究（山口・山口，2004）を見つけ，大学院の研究として自身の教育実践の省察に用いはじめ

たのはこうした時機であった。筆者自身（角田）も修了論文（柴崎，2017）の指導を通して，その有

効性に確信を持つようになった。

前節で示したように，プロセスレコードとは，具体的なかかわり合いのエピソードを，比較的経験

の浅い者でも容易に整理して明示できるところにその最大の特徴がある。どれほど短い小さなやり取

りの場面であっても，そこではある教師とある子どもとのかかわり合いが生じており，それを自己省

察する手段としてプロセスレコードは有効といえる。また，それを資料として用いることで，指導者

などの他者との対話を通した省察も行いやすくなる。共著者が最後に述べているように，自分自身の

あり方・癖を認識することは，学校臨床力で強調した自己対峙に欠かせない要素といえる。

「事例研究用フォーマット」としては，プロセスレコードを組み入れることによって，エピソード

を記述する項目が加わり，事例研究においてかかわり合いへの注目が高まることが期待される。初心

者としては，まずプロセスレコードを用いて，様々な子どもとのかかわり合いの場面を振り返ること

からはじめ，経験を重ねる中で生育歴や家族歴といった背景を踏まえた，より視野を拡げた事例研究

へと移行していくことが，ひとつの方向性といえるだろう。

プロセスレコードを含む「教師の省察」とは，表面的な問題解決だけを目指すのではなく，ある子

どもとかかわり合う中で問題の本質がどこにあるのかを，教師自身が問いつづけることにあるといえ

る。今後も教師教育において，プロセスレコードの適切な活用のあり方を検討し，学校臨床力の向上

に少しでも寄与していきたい。
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